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同一腎に血管筋脂肪腫と腎細胞癌を合併 した結節性
硬化症の1例=中 村靖夫,,村山和夫,勝 見哲郎(国 立
金沢),渡辺駿七郎(同研究検査科),岸谷正雄(金沢
市)患 者は顔面皮脂腺腫,痙 攣,精 神発達遅延とい
う三主徴を満たす結節性硬化症の40歳の男性で,近医
にて左側腹部に高エコーの腫瘤 が認め られ,当 科受
診.CTに て左腎上極 と中部にsoIidmassが,両側
腎にsmalllowdensitynoduleが多数認められ,














浅利豊紀,藤 田幸雄(藤 田記念),吉田正徳(福 井医
大放射線科),武 川昭男(金沢医大第2病 理)症 例
は61歳男性,肉 眼的血尿を主訴に1993年3月24日当院
外来を受診した.腎エコー,CT,MRI,血管造影およ
び胸部X線 検査の結果,両 肺に多発性転移を伴 う,両
側同時性腎細胞癌と診断 した.4月6日 右腎摘除術,
4月28日選択的左腎腫瘍血管塞栓術,続 いて5月10日






























上部尿路上皮癌に対 しBCG注 入療法 を行った1
例:岩 岡 香,青 木芳隆,秋野裕信,河 原 優,高 橋





膀注療法 でCRを えたが,1990年,91年に再発 し,
それぞれBCG膀 注でCRを えた.1992年12月尿細
胞診でClassV,精査 にて左上部尿路および膀胱の
CISと診断 した.手 術療法は患者の拒否もあ り,尿
管カテーテルによるBCG腎 孟内注入(Tokyo株40
562 泌尿紀要41巻7号1995年
mg1回50分×6回)を 行った.終 了時,左 上部尿路
の病変が残存 したため,さ らに腎痩からのBCG注

























原発性尿管扁平上皮癌 の1例:芝 延行,横 山豊
明,長 谷川真常(長谷川),田中達朗(金沢医大),加








右尿管 ・膀胱新吻合術を施行.広 基性 ・非乳頭状腫瘍

















は,周 囲の静脈努張が著しく見 られ る直径2cmほ
どの非乳頭状腫瘍が見られた.CTで 浸潤はないと判
断した.腰 椎麻酔お よび右 閉鎖神経ブロック下に,
TUR-Bt施行.開 始10分で血圧が200まで上昇・その






國見一人(金沢大),角谷真澄,松 井 修(同 放射線
科)症 例は18歳女性,肉 眼 的血尿を主訴として来






































小鶏卵大の硬い腫瘤を触知 し,両外 ソ径部に リソパ節
腫大を認めた.超 音波検査,CT検 査 お よびMRI
検査にて膣 と尿道との間に血縁明瞭な腫瘍を認め,内
部は不均一な像を呈 していた.血 管撮影では腫瘍は乏









たが,平成5年8月 よ り外陰部に皮虜転移 を認めて
いる.
二分脊椎症 に伴 う神経因性膀胱に対 す るClam
ileocystoplastyの経験:李 秀雄,横 山 修,大
川光央(金沢大),上木 修(公 立能登総合),泉田重








患者のQOLを 考慮 し,回腸を利用した クラム膀胱
563
拡大術を施行 した.そ の結果,1)膀胱容量が増大 し
た,2)膀胱 コソプライアソスが改善 した,3)自己導尿
による尿路管理が可能となった,4)膀胱痩管の抜去に
より尿臭が消失 した,こ とが挙げられ,膀 胱拡大術が
もたらした臨床効果は大きいと考えられた.
慢性期脊髄損傷患者における間欠導尿法の再評価:




















本雄右,和 田 修,藤 田知洋,池 田英夫,宮 地文也,

























機能を 備 えた超音波装置 ブラダースキャン(BVレ
2000)を用いて,80回の残尿測定を行った.ま た従来
の超音波断層法による膀胱容量計測(楕 円体体積の公
式)実 測残尿量 と比較することで,そ の臨床的有用性






























ナパック)の臨床使用経験=酒 本 護,池 原葉子,片
山 喬(富 山医薬大),黒 文孝(ダ イナボット㈱学
術)今 回われ われは,ダ イナボット社 より最近発売
され た高感度前立腺特異抗原測定用キッb(IMxPA
ダイナパック)の基礎検討 を行 うとともに,前立腺
疾患患者 にお いてSRL依 頼のPSA(マ ーキ ット
MPA)との比較検討 を行 い前立腺マーカーとしての
意義について考察 した.
標準曲線,日 差再現性,同 時再現性,希 釈試験,添
加回収試験,キ ャリーオーパ ーの有無,プ ロゾーソ現
象の有無,血 清共存物質の影響 お よび最小検出感度
(当科測定値0.14mg/ml)を検討 したが,満 足でき







定 法(DMB法)に つ い て 森 山 学,中 嶋千 聰,川
村 研 二,宮 澤 克 人,鈴 木 孝 治,津 川 龍 三(金 沢 医 大)
【目的 】Glycosaminoglycans(以下,GAGと 略す)
は,尿 路 系 も含 め細 胞 表 層 の構 成成 分 と して 重 要 な 役
割 を果 た して い る.尿 中GAG測 定 法 は現 在 まで に
数 多 く報 告 され て い るが,簡 便 で速 や か に 測 定 で きる
方 法 は 少 な い.今 回 そ の 測 定法 の 中 で もmodified-
dimethylmethyleneblue(DMB)assayにつ い て の
検 討 を 行 った の で 報 告 す る.【 対象 お よび 方 法 】 正 常
人 の新 鮮 尿 を4倍 に 希 釈 し,20μ1を 試 料 と しDMB
・Tris-solutionを試 薬 と し,Bio-RadmicroPlate-
readermodel450を使 用 し535nmに おい て 吸 光 度
を 測 定 しM-DMB法 の検 討 を 行 った.【結 果 】 正 常
男 子 尿 中 濃 度 は平 均7.456±o.668(s.D,)μg/100m1
で あ り変 動 係数 は8.961%であ った.ま た 回収 率 は 平
均88.3%であ った.従 来 の方 法 と異 な り資 料 採 集 か ら
測 定 ま で わ ず か30分 程 度 の 所 要 時間 で あ り,尿 中
GAGsの ス ク リー ニ ソグに 非 常 に有 用 で あ る と判 断
さ れた.
